






目的 

分娩時の胎児心拍数監視を全例に実施することにより新生児予後は非監視例にくらべ有意

に改善されるが,高度抑制児の頻度には差が認められない。児の予後を改善する管理法の追

求を目的として,現在最も多く胎児評価法として用いられている NST(nonstress test)の意

義を研究し,その nonreactive(false positive)パターンを鑑別するために乳頭刺激

(Nipple stimula-tion)による CST(contraction stress test)を試みた。 


